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令和７年度議会活性化特別委員会（第３回）会議録 

 
 

会議日時  令和８年1月９日（火）１１時～12時05分 

場   所  白石町役場 ３階資料室 

参 集 者  議会活性化特別委員会委員７名（吉岡正博委員長、重富副委員長、 

前田委員、中村委員、友田委員、南里委員、溝上広行委員） 

事務局（片渕補佐、草場） 

 

１ 開会（吉岡委員長） 

 

２ 協議事項 

 

（１）議会放送について 

 

■一般質問の中継（ライブ放送）を再開するか➡【結論】中継はしない 

○吉岡委員長 

中継を再開するとなれば、今年度は予算措置していない。またケーブルテレビとの協

議が必要。 

○前田委員 

現状で（録画放送とYouTube動画）いいと思う。 

○溝上広行委員 

中継でなくてもきちんと出せれば録画でいいかと思う。 

○吉岡委員長 

中継の怖いところは発言取り消し、個人名などが出てしまった場合、そのまま流れて

しまうところ。現在は録画放送のためカットしている。 

○友田委員 

YouTube側でその部分だけ音を消したこともある。 

 

■議案審議を放送するか➡【結論】ダイジェスト版も一つの方法。継続して検討する。 

○吉岡委員長 

放送する内容はよく考えないといけない。 

○中村委員 

編集してダイジェスト版の放送をできないか。 

○友田委員 

実際ライブ放送や質疑の放送をされている自治体に問い合わせたところ、住民等か

ら内容の問い合わせはないと聞いた。議案審議も一般質問のライブ放送も、初期投

資はいるがカメラを一台つけてＹｏｕＴｕｂｅでライブ放送すればタダでよい。 

○前田委員 

30分程度のダイジェスト版に編集をケーブルテレビに依頼できないか。 

○溝上広行委員 
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実際質疑がなかったら議案審議の枠を取っていても15分、30分埋まらないのでは。 

○友田委員 

議会基本条例に「住民に情報提供をする」とある。何の情報を提供するかを議会側が

判断すべきという方針で作られたのか。 

○吉岡委員長 

その当時委員会としてはどれを公開する、公開しないという話まではなっていない。

アドバイザーの話では、議会側が選択してはいけない、基本的には全てオープンとの

こと。 

○中村委員 

放送しても何が審議されたかわからないというのが一番問題。どんな議案が審議さ

れたのかわかるようにしないといけない。資料を公開したらいいのでは。 

○友田委員 

会期日程、資料等を載せていいのでは。 

○溝上広行委員 

全部を放送でまかなおうとしたら難しい。ネット上で資料を見て、動画を見たらわかる

というようにできたらよい。 

YouTubeに今現在、非公開だが、限定公開をしているものがあるが今後どのように

したらよいか。 

○中村委員 

慎重にしないといけないと思う。発言に対する住民からの攻撃、悪用も怖い。 

○友田委員 

セキュリティはあまり気にしないでよいかと思うが、個人攻撃などの批判、切り抜き動

画も実際あっている。情報提供と安全性の担保。 

○溝上広行委員 

YouTubeに今後議案審議が公開されるならば、議員の質が上がってよいと思う。 

 

 

（２）議会基本条例の検証について（後半） 

 

時間の都合上、次回予定 

 

 

 

（３）その他 

 

① 白石町LINEページについて 

 

○片渕補佐から説明 

・議会の項目が増えた 

・今後ホームページの充実が必要 

・ホームページに定例会等の情報を継続して掲載してもサーバー的に問題はない 
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○吉岡委員長 

議案や配布資料のホームページ掲載がシステム上可能であるがどうか。 

○友田委員 

みやき町議会のホームページを参考にしてはどうか。 

○吉岡委員長 

執行部の了解も取らないといけない。3月定例会に試行、遡っての掲載は余裕ができ

てからよいかと思う。3月試行、よかったら4月から本格始動。 

○友田委員 

最大遡るとしてもタブレットシステムを導入した令和3年度まで。 

 

➡【結論】 

ホームページの充実を図るため、議案審議の資料を掲載したい。 

執行部の了承後、3月試行。様子をみて4月本格始動。 

一般質問の要求資料についても執行部の了承を得てから掲載したい。 

 

 

 

② 次回の開催日程について 

 

・次回委員会 1月19日（月）臨時会の終了後に開催 

・懇親会 1月19日（月） 

 

 

 

○中村委員 

予算案についての勉強会について 

企画財政課長に本年度の予算編成の方針を伺う場がほしい 

（施策に対する予算配分、スクラップした事業・その理由、国県の新規事業と関連する

事業など） 

 

任意の自主勉強会について 

各個人、任意のグループ、常任委員会ごと、自由でよい。 

必ず予算書に関する問題点を把握しておく、この程度の決まりごとしかできないので

はないか。予算について前年度との比較、無駄を把握しておく。 

 

 

 

３ 閉会（重富副委員長） 


